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日本の電機企業のデザイン開発事例の収集と全体像の提示

森　永　泰　史

1．本稿の目的と問題意識

本稿の目的は，様々な二次資料を用いて，日本の電機企業 7社のデザイン開発事例を広範囲にわ

たって収集し，その全体像を提示することである 1）．

これまでも日本の電機企業のデザイン開発を取り上げた事例研究は散発的には存在するものの（例

えば，菅野, 2013; 斎藤, 2002），本稿のように業界全体のデザイン開発事例を包括的に収集・整理し

たものは皆無である．日本の電機産業は世界的に見ても企業数が多く，これまで膨大な数の製品を

生み出してきた．それにもかかわらず，そのデザインの開発事例はほとんど手付かずのままである．

最近になって，ようやく一部でアーカイブを整備しようとする動きが見られるものの 2），そのような

活動はまだ緒に就いたばかりで，技術の研究・開発事例に比べれば，まだまだ量的に不足している．

また，先行研究には，デザイナーをはじめとする開発者へのインタビューやデザイナー自身の体

験に基づく事例研究がいくつか散見されるが（例えば，中町, 2017; 和田, 2007），本稿では，そのよ

うな一次資料ではなく，二次資料の活用に重きを置いている．その狙いは，上で述べたような量的

な不足を迅速に解消するためである．オーラルヒストリーを収集することの重要性は十分認識して

いるものの，その方法では時間がかかり量的不足を解消するには効率が悪い．そのため，まずは二

次資料を用いて大量の簡易な事例を収集し，全体像を提示することを優先した．今後，それが呼び

水となり，インタビュー調査に基づく事例研究が加速されることを期待したい．

さらに，先行研究ではどちらかというと，商業的に成功したものや，デザイン的に傑作と呼ばれ

るもの（あるいは，有名なデザイン賞を受賞したもの）などが事例の対象に選ばれることが多く（例

えば，中町, 2015; 青木, 2014），結果として，ユニークなセールスポイントや造形的な新規性の所在，

デザイナーの思いなどに話の焦点が当てられる傾向が強い．つまり，先行研究では，必ずしも経営

学的な研究に資するデータが収集されているわけではないのである．それに対して，本稿では，商

1）　ただし，本稿で示す様々な事例の概要は 100頁ほどのボリュームがあり，それらを本稿の中に収めることは困難で
ある．そのため，別途，京都産業大学のホームページで公開されている諸資料にまとめることにした．詳細はそちら
を参照のこと（URLや資料のタイトル等は本稿の末尾に記載）．

2）　例えば，2014年に始まった大阪中之島美術館準備室とパナソニック，京都工芸繊維大学による産学連携プロジェク
トである「IDAP（Industrial Design Archaive Projyect）」などがこれに該当する（https://nakka-art.jp/idap/）．ただし，
そこでは製品のカタログやオーラルヒストリーの収集などは行われているものの，本稿のような新聞や雑誌，ウェブ
などのメディアを横断した二次資料の収集・整理作業はそれほど積極的に行われていない．



京都マネジメント・レビュー　　第 40号66

業的・デザイン的なインパクトよりもむしろ，デザイナーのプロジェクトへの関与のタイミングや

開発者同士のつながり，意思決定のプロセスなど，経営学的に見て意味のあるデータの有無に着目

して事例を収集する 3）．そうすることで，電機業界全体のマネジメントの傾向や普遍性を持つ部分の

抽出などが可能になるだけでなく，複数事例研究を行う際の適切な事例の組み合わせが容易になる

など，今後の研究に資するデータベースのような役割を果たすことも可能になる．

2．調査対象と研究方法

数ある電機企業の中でも特に本稿で焦点を当てるのが，二次資料が豊富なパナソニック 4），ソニー，

シャープ，日立製作所，東芝，三菱電機，キヤノンの 7社である．

本稿では，それらの企業を対象に，雑誌や新聞，デザイン部門史などの文献サーベイを通じて，

1960年代から 2010年代までの間に発売された膨大な製品の中から，デザインの開発プロセスの概要

が分かる事例のリストアップを行う．なお，調査の起点を 1960年代に設定した理由は，次の 2つで

ある．一つは，日本の電機企業のデザイン組織が活性化し始めるのが，その時期以降だからである．

多くの企業では，1950年代にデザイン組織の設置を終え，1960年代からその本格的な運用が始まっ

ている 5）．もう一つは，二次資料が充実し始めるのも 1960年代以降だからである．

また，デザインの開発事例をリストアップする際の具体的な作業手順や作業内容，収集資料の内

訳は以下の通りである．

まずは，リストアップに必要な資料の収集を行う．収集した資料の一覧は表 1の通りである．『日

経ビジネス』，『日経デザイン』，『日経ものづくり（旧・日経メカニカル）』などの雑誌に関しては，

日経 BP記事検索サービスにて，「7社の企業名」and「デザイン」，「7社の企業名」and「デザイナー」

で 2019年 12月までの全期間検索を行い，該当する記事（n=16,965）をチェックした 6）．なお，『日経

ビジネス』以外は，創刊年と記事のデータベースへの収録年にずれがあるが，ここではデザインの

専門誌である『日経デザイン』のみ，紙媒体でのフォローを行った 7）．『日経デザイン』は 1987年に

創刊され，1999年から掲載記事がデータベースに収録され始めたため，欠落部分（1987年～ 1998年）

については国会図書館にて紙媒体でチェックし，7社の企業名がある記事をコピーした．

3）　当然，商業的に成功したものや，デザイン的に傑作と呼ばれるものの二次資料は多くなる傾向があるため，本稿の
事例リストにもそのような傾向は反映されると考えられる．しかし，本稿ではそれらに加え，商業的やデザイン的に
はそれほど目立たなくとも，詳細な開発プロセスが公開されている事例を積極的に収集している．

4）　パナソニックには，旧・松下電器や旧・松下電工，旧・松下住設機器などが含まれている．
5）　各企業では以下の年に，社内にデザイン組織が設置されている．パナソニックは 1951年，ソニーは 1961年，シャー
プは 1957年，日立製作所は 1957年，東芝は 1953年，三菱電機は 1957年，キヤノンは 1965年である．

6）　ただし，この記事の件数には，「7社の企業名」and「デザイン」and「デザイナー」の重複部分も含まれている．
7）　『日経ビジネス』（1969年創刊）は 1969年から，『日経エレクトロニクス』（1971年創刊）と『日経モノづくり』（前
身の『日経メカニカル』は 1977年創刊）は 1998年から，『日経トレンディ』（1987年創刊）は 1998年からデータベー
スに記事が収録されている．
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出所：筆者作成．

表 1　収集資料と調査方法の一覧
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同様に，『日本経済新聞』，『日経産業新聞』，『日経MJ（旧・日経流通新聞）』などの新聞について

も，日経テレコンにて，「7社の企業名」and「デザイン」，「7社の企業名」and「デザイナー」で

2019年 12月 31日までの全期間検索を行い，該当する記事（n=22,915）をチェックした 8）．また，本

文未収録の記事に関しては，国会図書館にて紙媒体（縮刷版）でチェックを行い，該当箇所をコピー

した．

一方，『デザインニュース（旧・工芸ニュース）』，『FP（FUSION PLANNING）』，『AXIS』などの

デザイン専門誌 9）のバックナンバーに関しては，『デザインニュース（旧・工芸ニュース）』以外はデ

ジタル化されたデータベースが存在しないため，国会図書館やそれらの資料を所蔵する大学図書館

においてすべてのバックナンバーを紙媒体でチェックし，7社の企業名がある記事をコピーした 10）．

その他，各社の『デザイン部門史』やホームページもチェックし，デザインの成果物や開発プロ

セスが記載されている箇所をコピーないしプリントアウトした 11）．また，大手製造企業のデザイン部

門を対象に行われた大規模アンケート調査をまとめた『デザイン・マーケティング 2001』（富士キメ

ラ総研）や『プロダクトデザイン R&D戦略 2007』（富士経済），『プロダクトデザイン戦略 2011』（富

士経済）などの特別調査資料も紙媒体でチェックし，7社の企業名がある部分をコピーした．

次に，収集したすべての資料に目を通し，製品ないしデザインの開発プロセスに言及している資

料のみをピックアップした（新製品の宣伝記事やデザインそのものに関する評価など，開発プロセ

スの中身が分からないものは除外した）．さらに，その作業を通じて明らかになった製品名を CiNii

や Google Scholarなどのデータベースに入力して検索し，関連する書籍および論文，雑誌などでよ

り詳細な情報の取得に努めた．これらの作業を経て，デザイン開発事例のリストアップを行った．

3．事例のリストアップ

本稿では，前節で示した作業手順に従って，二次資料のサーベイを行った．その結果，239件のデ

ザインの開発事例をリストアップすることができた（表 2参照）12）．その内訳は，パナソニックが 61件，

8）　ただし，この記事の件数には，「7社の企業名」and「デザイン」and「デザイナー」の重複部分も含まれている．
9）　なお，デザインの専門誌には，これらの他にも『アイデア』や『ブレーン』，『宣伝会議』などもあるが，それらは
プロダクトデザインというよりも，むしろグラフィックや広告，宣伝，キャッチコピーなどが主であるため，ここに
は含めていない．

10）　『工芸ニュース』は 1932年に創刊し，戦時中の中断を経て，1975年に『デザインニュース』となって 2005年まで
発行された．ただし，デジタル化されているのは 2000年までのものなので，2001年～ 2005年は紙媒体でチェックし
た（なお，2006年からはインターネット上でのニュース配信の形で継続しているが，ここにはその媒体は含まれてい
ない）．また，『FP』は 1985年に創刊して，1993年に休刊している．一方，『AXIS』は 1981年に創刊して，現在も引
き続き発行されている．

11）　ただし，デザイン部門史に関しては，7社すべてが手掛けているわけではない．手掛けていたのは，パナソニック，
ソニー，日立製作所，東芝，三菱電機の 5社である．

12）　それぞれの事例に対応する出典については，本稿の付録を参照のこと．なお，大学のホームページに公開されてい
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ソニーが 49件，シャープが 22件，日立製作所が 38件，東芝が 26件，三菱電機が 29件，キヤノン

が 14件である．そして，それらの件数を企業別・年代別に整理したものが，表 3である．さらに，

それらの事例リストを企業別・年代別に並べ替えたものが，表 4である．

る資料の一部に発売年数の誤りを発見したため，付録ではそれらを修正している．

表 2　企業別のデザイン開発事例件数とそのリスト
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出所：筆者作成．

表 2　企業別のデザイン開発事例件数とそのリスト（続き）

単位：件
出所：筆者作成．

表 3　企業別・年代別にみた件数の推移
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表 4　企業別・年代別の事例リスト
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4．結果と考察

続いて，ここではそれぞれの表の内容を振り返るとともに，簡単な考察を加えてみたい．まず，

表 2からは，抽出された事例の数はそれぞれの企業の事業領域の広さや売上規模と概ね相関してい

ることが窺える．取り扱う製品の数が増えればメディアへの露出が増え，露出が増えれば開発プロ

セスに言及した記事の数も増え，結果的に抽出される事例の数も多くなるようである．

13）　大学のホームページに公開されている資料の一部に発売年数の誤りを発見したため，表 4ではそれらを修正してい
る．

出所：筆者作成 13）．

表 4　企業別・年代別の事例リスト（続き）



森永泰史：日本の電機企業のデザイン開発事例の収集と全体像の提示 73

事実，パナソニックは幅広い事業領域を持ち，多様な製品を取り扱っているため，事例の数が 61

件と最も多い．反対に 7社のうち事業領域が最も狭いキヤノンは，事例の数も 14件と最も少ない．

ただし，ソニーだけは例外で，他の企業に比べて事業領域はそれほど広くないものの，抽出された

事例の数が 49件とパナソニックに次いで多い．これは，同社がメディアから注目されるような新奇

性の高いデザインを数多く生み出してきたことや，デザインを重視する企業として認知されている

ことを窺わせる．

次に，抽出された事例件数を企業別・年代別に並べた表 3を見ると，1990年代が 63件と最も多く，

次いで 2000年代の 59件，1980年代の 58件，2010年代の 39件，1970年代の 15件，最も少なかっ

たのが 1960年代で 5件となっている．ただし，企業別に見ると多少のバラつきがあり，シャープと

東芝は 1980年代，パナソニックは 2000年代，三菱電機は 2010年代が最も多くなっている．また，

キヤノンは総じて 3-4件で推移しており，1980年代と 2000年代がともに 4件で最多となっている．

これらの件数は，純粋に検索でヒットした記事の件数とは異なるため，その多寡が直ちにメディ

アの関心度合を反映しているとはいえないものの，業界全体や各企業の盛衰といくらか重なる部分

がある．キヤノンや三菱電機を除けば，2010年代に抽出された事例の件数は減少傾向にあり，業績

の悪化に伴い新商品の投入が減り注目を浴びにくくなっている可能性がある．もちろん，通常，企

業内の出来事は記事になるまでいくらかのタイムラグがあるため，2010年代のデザイン開発に関す

る記事は今後増えてくる可能性もある．あるいは，多くの電機企業がモノからコトへと業態転換を

図る中で，従来に比べデザイナーの働きが外部からは見えにくくなっている可能性がある 14）．UI（User 

Interface）や UX（User Experience）など，一見では分かりにくい仕事に従事することが増えている

ため，メディアが関心を抱きにくくなっているだけかもしれない．

最後に，事例を企業別・年代別に並べた表 4を見ると，2010年代には，事例の対象がテレビや携

帯電話などのハードウェアから，アプリなどのソフトウェアや AIなどを活用したサービスへと変化

しつつあることが窺える．具体的には，ソニーの音楽 SNSアプリ「Jam Studio」や，東芝の AI音声

活用サービス「リカイアス・フィールド・ボイスインカム Edition」，地域活性アプリ「Manhoo！」，

ネイルチップサービス「オープンネイル」，三菱電機のカーナビ「シンプルマップ NR-MZ60シリーズ」，

デジタルサイネージ「SKY GATE VISION」，コミュニケーションツール「しゃべり描きアプリ」な

どがそれに該当する．上でも述べたように，多くの電機企業がモノからコトへと業態転換を図る中で，

デザインする対象もハードウェアからソフトウェア（あるいは，サービス）へと変化しつつあり，

この傾向は今後ますます強まっていくと考えられる．

14）　近年では，デザイン部門自体が組織図上から消えつつあり，その実態がつかみにくくなっている．例えば，日立製
作所では長年，組織図上に「デザイン本部」の名称を見つけることができたが，2015年 4月以降は，デザインを冠す
る組織が見当たらなくなっている（『日経クロステック』）．また，パナソニックでは 2015年 4月以降，「デザインカン
パニー」が姿を消し，組織図上にはデザイン戦略などを担当する「デザイン戦略室」のみが残されている（『パナソニッ
ク　ニュースリリース』）．
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5．今後の展望

最後に，本稿のリストを用いた今後の研究展望について簡単に述べておきたい．まずは，リスト

にある事例全体を眺めて，比較可能な項目や変数を抽出するところから作業を始めてみたい．その

上で，それらをいくつかのカテゴリー（例えば，企業の外部環境に関する変数や内部環境に関する

変数など）に分類し，該当する情報が記載されている事例を集めて比較することで，特徴を明らか

にしたり，類型化を行ったりしてみたい．さらには，製品特性によって異なる傾向が見られるのかや，

企業や事業領域ごとに違いが見られるのかなどの分析も行ってみたい（ただ，そのためには，おそ

らく各企業の組織構造の変遷や事業部ごとの業績，意匠権に関するデータなど，追加で様々な資料

の収集が必要になると考えられる）．これらの作業を通じて，最終的には，電機業界全体のデザイン

マネジメントの傾向や特性などを明らかにしたい．
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『日経デザイン』「プロダクトデザイン―新しい体験をもたらす，新発想の LED電球スピーカー」2015年 7月号，7-8頁．

『日経デザイン』「三菱電機　入魂のエアコンは市場を変えるか」2016年 4月号， 7-8頁．

『日経デザイン』「キヤノンに学ぶ，デザイナーの意欲を上げるには？」2016年 4月号，18-20頁．

『日経デザイン』「デザイン思考時代のデザイン部門」2017年 3月号，43頁．

『日経デザイン』「パナ×開化堂の茶筒型スピーカー，工場に畳が必要だったワケ」2019年 11月号，10-11頁．

『日経エレクトロニクス』「液晶ビューカムの開発（第 1回）」1998年 2月 9日号，153-154頁．

『日経エレクトロニクス』「液晶ビューカムの開発（第 3回）」1998年 3月 9日号，155-158頁．

『日経エレクトロニクス』「液晶ビューカムの開発（第 4回）」1998年 3月 23日号，159-163頁．

『日経エレクトロニクス』「タウの開発（第 4回）」1999年 8月 23日号，135-139頁．
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『日経エレクトロニクス』「タウの開発（第 5回）」1999年 9月 6日号，131-134頁．

『日経エレクトロニクス』「携帯型 DVDプレイヤーの開発（第 4回）」2002年 1月 28日号，171-175頁．

『日経エレクトロニクス』「尖った特徴はこうして生まれた　実製品に見る開発体制の在り方」2007年 9月 24日号，

74-75頁．77頁．

『日経情報ストラテジー』「松下電器は復活するか」2003年 7月号，39-41頁．

『日経メカニカル』「何を作るべきかは市場に聞け」2002年 10月号，110-111頁．

『日経メカニカル』「多数決の会議から独創的な製品は生まれない」2002年 11月号，67-69頁．

『日経MJ』「デザイン革命（4）　巻き返し狙うメーカー」（2001年 7月 3日）

『日経MJ』「着眼着想　日立ホームテック北島正氏」（2002年 8月 24日）

『日経MJ』「ソニー製品，生活に彩り」（2017年 1月 11日）

『日経MJ』「インハウス世界一へ変革」（2018年 5月 16日）

『日経ものづくり』「ユニーク商品の逆襲　掃除機を室内機に取り込むか　フィルタをブラシでこするか」（2005年 9月号，

56-59頁）．

『日経ものづくり』「第 11回　ホンダ　イノベーション魂 2」2014年 5月号，115-119頁．

『日経ものづくり』「外からの刺激で「当たり前」を壊す」2019年 3月号，39頁．

『日経プラスワン』「はやりの考現学　キューブ人気の理由」（2000年 9月 16日）

『日経流通新聞』「遊び心で消費者つかめ・面白デザインの家電」（1986年 10月 2日）

『日経流通新聞』「開発の横顔　日立製作所デザイン研究所小町さえりさん」（1987年 5月 4日）

『日経流通新聞』「活躍女性 ID」（1988年 6月 11日）

『日経流通新聞』「製品デザインでも女性が活躍，開発の中堅勢力に―女性市場の流れ的確にとらえる」（1989年 4月

29日）

『日経流通新聞』「シャープのドライヤー “自由の愛髪 ”」（1990年 1月 11日）

『日経流通新聞』「シャープの “フリーハンドタイプヘアドライヤー ”」（1990年 5月 10日）

『日経流通新聞』「デザイナー主導商品開発作戦」（1990年 9月 18日）

『日経流通新聞』「松下，2月から販売，都市生活者用家電シリーズ」（1990年 12月 20日）

『日経流通新聞』「開発トピックス　日立の 4ドア冷蔵庫　野菜中心蔵」（1996年 4月 9日）

『日経流通新聞』「デザイン革命（3）　活躍する外部デザイナー―ざん新な発想（家電ヌーベルバーグ）」（2001年 6月 26

日）

『日経流通新聞』「デジカメきらり，女性に照準，スマートに」（2003年 1月 11日）

『日経流通新聞』「松下，デザイン主義」（2004年 9月 2日）

『日経流通新聞』「家具のように力強く凜と，液晶 TVにモノリシックデザイン，装飾シンプル」（2010年 6月 23日）

『日経産業新聞』「電気洗たく機カラー化進む」（1977年 6月 8日）

『日経産業新聞』「首ふりテレビ―松下電器産業テレビ事業部主任意匠技師森川亮氏」（1985年 3月 26日）

『日経産業新聞』「ソニーテレビ事業本部企画室渡辺桂子氏 -カラー TV“ セピア ”」（1985年 4月 30日）
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『日経産業新聞』「市場創造（38）　第二部ヒット商品に挑む -主役は女性（中）」（1986年 7月 8日）

『日経産業新聞』「FA機器ファッション化（下）ロボット―柔らかく人間と調和」（1987年 12月 14日）

『日経産業新聞』「新製品仕掛け人　女性向け VTR」（1988年 3月 3日）

『日経産業新聞』「先端拠点はいま　三菱電機ホーム機器」（1988年 9月 26日）

『日経産業新聞』「松下，感性商品にロゴマーク　ワークス，東京の若者の証明」（1988年 10月 27日）

『日経産業新聞』「ノートワープロをデザイン尾坂和巳氏」（1989年 3月 13日）

『日経産業新聞』「第 1部　感性が市場拓く（1）原価・機能より優先（デザインマネジメント）」（1989年 4月 3日）

『日経産業新聞』「第 1部　感性が市場拓く（1）創造力活性化に苦心（デザインマネジメント）」（1989年 4月 14日）

『日経産業新聞』「半球形の掃除機をデザイン，長谷川孔一氏」（1989年 5月 15日）

『日経産業新聞』「第 3部　消費者をつかめ　やさしさをテーマに（デザインマネジメント）」（1989年 7月 17日）

『日経産業新聞』「第 3部　消費者をつかめ　コストより美しさ（デザインマネジメント）」（1989年 7月 18日）

『日経産業新聞』「人気の丸型掃除機 “つれてって ”を考案長谷川孔一氏」（1989年 10月 31日）

『日経産業新聞』「シャープのスタンド型掃除機を担当栗屋近氏」（1989年 12月 5日）

『日経産業新聞』「東芝機械　若者受け狙ったMC」（1989年 11月 28日）

『日経産業新聞』「松下電器，東京コンセプト商品作り　最新流行は東京でつかめ，事業部制の壁破る」（1990年 9月 10日）

『日経産業新聞』「気になるデザイン」（1990年 10月 22日）

『日経産業新聞』「コードレス電話機　家庭内の選択権は子供に」（1991年 2月 27日）

『日経産業新聞』「ハイテク開発物語新市場を拓く　（上）」（1991年 6月 13日）

『日経産業新聞』「企業の顔のデザイナー　望まれる CDO像とは」（1991年 8月 16日）

『日経産業新聞』「松下電器産業（4）　事業部の活性化　販売の最前線重視」（1991年 8月 29日）

『日経産業新聞』「先駆け市場テスト術　日立製作所ハーフサイズビデオ」（1991年 10月 23日）

『日経産業新聞』「松下，開発体制見直し　別会社で設計強化，企画専門組織も軌道に」（1991年 11月 14日）

『日経産業新聞』「三菱電機の掃除機クるリーナ（下）　（ハイテク開発物語新市場を拓く）」（1991年 11月 29日）

『日経産業新聞』「松下電器産業　大画面 TV画王（下）」（1991年 12月 20日）

『日経産業新聞』「東芝　コードレス電話機―ラップトップ風の親機（気になるデザイン）」（1992年 3月 11日）

『日経産業新聞』「ソニーが新方式ディスプレー，画面大型化，容易に」（1995年 6月 27日）

『日経産業新聞』「デザイナー異分子集う―日立，専攻生かし設計に参加」（1997年 5月 1日）

『日経産業新聞』「我が社のマーケティング戦略　日立製作所」（1997年 11月 20日）

『日経産業新聞』「検証マーケティング　日立，単身女性向け冷蔵庫」（1998年 10月 1日）

『日経産業新聞』「東芝が戦略再構築，マーケティング市場直結型に，「顧客共有化」仕組み作る」（2002年 7月 3日）

『日経産業新聞』「ヒット誕生　この瞬間」（2006年 2月 2日）

『日経産業新聞』「デザインここで勝負」（2007年 1月 19日）

『日経産業新聞』「日立 AP，冷蔵庫，引き出しに技」（2007年 6月 8日）

『日経産業新聞』「デザインここで勝負」（2009年 2月 27日）
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『日経産業新聞』「“理詰めデザイン ”技あり」（2009年 5月 26日）

『日経産業新聞』「ソニー　TV用人感センサー機能向上，子ども接近なら警告」（2011年 1月 19日）

『日経産業新聞』「日の丸鉄道海渡る（5）日立製作所技監鈴木学氏」（2012年 5月 21日）

『日経産業新聞』「デザインここで勝負」（2012年 9月 17日）

『日経産業新聞』「デザインここで勝負」（2013年 6月 21日）

『日経産業新聞』「ガラスドアの冷蔵庫　パナソニック，樹脂枠なくし洗練」（2013年 9月 4日）

『日経産業新聞』「臆せず異論　美容で新風」（2015年 3月 11日）

『日経産業新聞』「ファン美しく　部屋と調和」（2015年 10月 23日）

『日経産業新聞』「経営をデザイン」（2016年 5月 18日）

『日経産業新聞』「デザイン力」（2016年 7月 7日）

『日経産業新聞』「デザイン力」（2016年 9月 1日）

『日経産業新聞』「解剖先端拠点　三菱電機デザイン研究所」（2016年 11月 8日）

『日経産業新聞』「デザイン力」（2016年 12月 1日）

『日経産業新聞』「変わる巨人　三菱電機」（2016年 12月 19日）

『日経産業新聞』「研究開発の新潮流　斬新な製品へ部活感覚」（2017年 10月 25日）

『日経産業新聞』「赤いエアコン　情熱の結晶」（2017年 10月 31日）

『日経産業新聞』「軽さ・吸引力支える新形態」（2017年 12月 14日）

『日経産業新聞』「ザ・チーム　キヤノン　画質も小型化も両立追求」（2018年 5月 2日）

『日経産業新聞』「東芝，稼ぐ力再生へ始動」（2019年 1月 7日）

『日経産業新聞』「話した言葉，指でなぞり表示」（2019年 6月 13日）

『日経トレンディ』「ヒットの軌跡 : 蒸気レス IH　NJ-XS10J（三菱電機）」2010年 3月号，74-77頁．

『プレジデント』「シャープ　ニューライフ戦略部隊」1983年 5月号，136-143頁．

『宣伝会議』「ユーザー発想のエポック・メイキングなデザイン」1997年 12月号，31頁．

『週刊ダイヤモンド』「“使う楽しさ ”を増幅　シャープの総合デザインセンター」（1977年 5月 14日号，80-81頁）

『週刊東洋経済』「特集デザインで売れ：変革は人から始まる　デザイナー役員が必要です．」2002年 11月 9日号，98-

101頁．

各企業のホームページ

パナソニック（http://panasonic.co.jp/design/）　2016年 4月 24日閲覧

パナソニックイズム（http://panasonic.co.jp/ism/）　2015年 5月 7日閲覧

　「モノづくり発見マガジン・アーカイブ “日本のお風呂 ”改革プロジェクト」

　「モノづくり発見マガジン・アーカイブ　デザイナーを魅了した素材と職人魂」

　「モノづくり発見マガジン・アーカイブ　進化し続ける UD」

　「モノづくり発見マガジン・アーカイブ　進化し続ける電気の道具」
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　「モノづくり発見マガジン・アーカイブ　離れていても見えるもの」

ソニー（https://www.sony.co.jp）

　「ソニーヒストリー」2011年 3月 10日閲覧

　「ソニーデザインフィロソフィー」2016年 4月 24日閲覧

　「ギタリストが ”欲しいから作った ”音楽サービス」『ユミバチャンネル　ユーザーインターフェースデザインってなん

ですか ?』 2019年 3月 21日閲覧

シャープ（http://www.sharp.co.jp/design/）　2016年 4月 24日閲覧

日立製作所（http://www.hitachi.co.jp/rd/design/index.html）　2013年 11月 19日閲覧

東芝（https://www.toshiba.co.jp/design/）

　「デザイン・ヒストリー　引き継がれる省エネルギーのかたち」2009年 6月 1日閲覧

　「重粒子線照射システム」2009年 6月 1日閲覧

　「おもてなしを実現する仕組みをデザインする」 2020年 7月 25日閲覧

　「まだなかったはずの未来をデザインする」 2020年 7月 25日閲覧

　「自由であることをデザインする」 2020年 7月 25日閲覧

　「デザイナーの声：魏 彤舲」 2020年 7月 25日閲覧

三菱電機（http://www.mitsubishielectric.co.jp/corporate/randd/list/design/index.html）

「原動力はひと目惚れ」2020年 9月 12日閲覧

　「デザイナーの一言」2016年 4月 24日閲覧

　「デザインのスペシャリスト　プロダクトデザイン　中町剛」2016年 4月 24日閲覧

　「研究紹介　デザイナーからのメッセージ」2017年 11月 6日閲覧

　「研究紹介　次世代コンセプト提案」2017年 11月 6日閲覧

　「次世代コミュニケーションツール　しゃべり描き UI」 2020年 7月 25日閲覧

キヤノン（http://global.canon/ja/design/）　2014年 5月 12日閲覧

その他のWeb記事

『AXIS web magazine』「コルクの佐渡島庸平さんに聞く，学びは体験からしか生まれない」（https://www.axismag.jp/

posys/2018/08/99830.html）2019年 3月 21日閲

『ダイヤモンドオンライン』（https://diamond.jp/category/s-yamesony）　2019年 3月 21日閲覧

　「“ ヤメソニー ” インタビュー第 2回　昔のソニーは「面白い」が設計の判断基準だった　福嶋修 アアキュートロジッ

ク会長」

　「“ヤメソニー ”インタビュー第 3回　ソニーには「とにかくやってみる」精神があった　森宮祐次 アカリネ社長」

『藤巻健の DTMステーション』「ソニーグループとして SMEもバックアップ」（https://www.dtmstation. com/

archives/52011864html）　3月 21日閲覧

『Good Design Award』「ミューチップ」（http://www.g-mark.org/award/describe/30652）　2014年 9月 18日閲覧



京都マネジメント・レビュー　　第 40号84

『ゴルディアスの結び目』「第三の目で新たな感性の気づきを演出するカメラ Canon PowerShot N」（http://www.pronews.

jp/column/yukihiro-ishikawa/）　2016年 5月 7日閲覧

『HIP talk』「東芝が逆境の中で始めたネイル事業：女性の悩み解決が生んだイノベーション」（https://hiptokyo.jp/

hiptalk/opennail/3）　2020年 8月 29日閲覧

『インダストリアルデザイン・アーカイブズ研究プロジェクト』（http://www.city.osaka.lg.jp）　2021年 6月 11日閲覧

『IDAP』（https://nakka-art.jp/idap/oral-history/）2021年 6月 4日閲覧

　「デザイナーたちの証言　第一回　脇役を極める：三角タップという頂」

　「デザイナーたちの証言　第二回　コトづくりのプロフェッショナル：関係をデザインする」

　「デザイナーたちの証言　第八回　原点の T字型」

『ITmedia NEWS』「スティック掃除機の “ 当たり年 ” に飛び出した注目商品」（https://www. itmedia.co.jp/lifestyle/

articles/1608/17/news035.html）2021年 7月 9日閲覧

『Japan Design Network』（https://www. japandesign.ne.jp/dsp/16_1.html）

　「デザインの力　SONY人がやらないことに挑戦し続ける」2014年 9月 18日閲覧

『Japan Institute of Design Promotion』（https://www.jidp.or.jp/ja/2012/09/03/）

　「キヤノンを動かしていくデザイン」2012年 12月 15日閲覧

『家電Watch』「“ 蒸気レス ” 炊飯器やエアコン “ 霧ヶ峰 ” からみる三菱のデザインとは」（https://kaden.watch.impress.

co.jp/docs/column/newtech/609948.html）2014年 9月 18日閲覧

『マイナビニュース』「キヤノンデザインのキーパーソン，自社のデザイン戦略を語る」（https://news. mynavi.jp/

article/2006/12/18/canon）　2016年 5月 7日閲覧

『マイナビニュース　モノのデザイン』（https://news.mynavi.jp/article/designthings）　2018年 1月 18日閲覧

　「人に見せたくなる “つなぎ目のない ”洗濯機 -ドラム式洗濯機 Cuble　（前・後編）」

　「道具の質感を大切に “持ちやすい ”機構を追求 -スティック型掃除機 iT」

　「小型冷蔵庫にも家具の質感を -シャープ冷蔵庫 SJ-GD14C」

　「ハーフミラー採用の “ ミニマムでシームレス ” な洗濯機 -シャープドラム式洗濯機 ES-P110，タテ型洗濯乾燥機 ES-

PU11B」

　「一から作り上げた “反転 ” する掃除機 -東芝コードレスクリーナー VC-NXシリーズ　（前・後編）」

　「“使い勝手 ” を実現するためのデザイン -新日立ビッグドラム（前・後編）」

『MONOist』「変わるパナソニックの象徴か，デザインスタジオが商品化に挑む　WEAR SPACE」（https://monoist.

atmarkit.co.jp/mn/articles/1811/30/news070.html）　2020年 9月 4日閲覧

『日経クロステック』「日立が R&D組織を再編，顧客起点のイノベーションを目指す」（https://xtech.nikkei.com/it/atcl/

news/15/022600710/）　2017年 7月 9日閲覧

『日経 Tech-on』「これからの製品開発に重要なのはデザイン　日立製作所が技術者とデザイナーを融合したラボを新設」

（http://techon.nikkeibp.co.jp/members/01db/200302） 2011年 2月 12日閲覧

『パナソニック ニュースリリース』「組織変更・人事異動について（2015年 3月 26日付）」（http://news.panasonic.com/
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jp/press/data/2015/03/jn150326-3/jn150326-3-1.pdf）　2017年 7月 9日閲覧

『東洋経済オンライン』「日立・三菱電機が挑む研究開発改革の全貌」（http://toyokeizai.net/articles/-/152769）　2017年

11月 4日閲覧

［謝辞］本研究は，日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究（C）　課題番号 18K01775）の支援によって行われた．

なお，本稿の誤り・不備の責任は筆者に帰す．

　本稿で示した様々な事例の概要については，京都産業大学のホームページ（http://www.kyoto-su.ac.jp　/faculty/bu/
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How Is Design Management Carried out in Japanese Major Electronics Companies?: 

Collecting Cases of Design Development and Presenting the Overall Picture

Yasufumi MORINAGA

ABSTRACT

The purpose of this paper is to present an extensive collection of design development case studies of seven Japanese 

major electronics companies (Panasonic, Sony, Sharp, Hitachi, Toshiba, Mitsubishi Electric, Canon) using a variety of 

secondary sources to present an overall picture.

Although there have been sporadic case studies that have taken up the design development of Japanese electronics 

companies, none of them have comprehensively collected and organized design development cases for the entire industry. 

The Japanese electronics industry is one of the largest in the world in terms of the number of companies and has produced 

an enormous number of products. Nevertheless, the cases of design development have remained almost untouched. 

Recently, there has been a movement to establish archives in some parts of the country, but such activities have only just 

begun and are still insufficient in quantity compared to research and development cases of technology. Therefore, in this 

paper, we would like to quickly collect a large number of simple cases using secondary sources to get a complete picture.


